
 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｔｉ－ＪＩＳ２種冷延材のＴｅｘＴｏｏｌｓ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１４年 12月２６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

     山田 義行 

 

 

 

 

   材料―Ti¥#2000-oil-RS7mm￥New-002-101-102¥TexTools¥JIS2-Ti-TexTools 



概要 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓによる極点処理とＯＤＦ解析、規格極点図の方法をご説明致します。 

 若し、ｒａｎｄｏｍ試料がある場合以下の方法で行います。 

 しかしＴｉのｒａｎｄｏｍ試料がない為、 

 アルミニウムによる方法をご説明致します。 

 Ｔｉでも同様な方法でｄｅｆｏｃｕｓ補正が行えます。 

 

 データは C:¥CTR¥Al-powder-randomをｒａｎｄｏｍ試料とします。 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアを使用しますが、 

複雑なので最初は ODFPoleFifure1_5 ソフトウエアを使用します。 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ試料をロードしてバックグランド削除を行います。 

  

 

  同時に複数のＡＳＣデータを選択します。 

 

 

 



 

 

 バックグランドのみ削除します。削除したデータは TXT2ファイルとして同一のホルダに 

 作成されます。 

 

  バックグランド削除された TXT2ファイルです。 

 このファイルをＴＸＴ２でロードします。 

 

  

 



 ファイルロードと共にｄｅｆｏｃｕｓ曲線が計算されたファイルを表示します。 

 

 

これで、アルミニウムのｒａｎｄｏｍ試料の設定が完了します。 

 

実際の配向のある試料をロードしてバックグランド削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行えばＯＤＦ解析出来ます。 

試しに、ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成した同一のファイルを処理してみます。 

 

全て選択       一括処理します。 

 

 自分自身を補正したのでＦｌａｔになっています。 

ODFPoleFigure2 の内部 defocus機能を使えば、random試料なしで defocus補正は可能 



ＴｅｘＴｏｏｌｓの入力ファイルを作成します。 

  

 

Optionで TexTools(pol)を選択してファイルファイルを作成します。 

  

 これがＴｅｘＴｏｏｌｓの入力データです。 

 



前回の［Ｔｉ及びＴｉ合金の集合組織］と同じデータをＴｅｘＴｏｏｌｓで解析します。 

 

 

再計算極点図 

 

 

ここでＴｅｘＴｏｏｌｓの解析Ｅｒｒｏｒ調べる 

  

 目標１％に対し１０．１％のＥｒｒｏｒが存在します。 

 

 

 



詳しく調べるにはＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアで確認します。 

 

±１．５％に入っているので測定、補正、ＯＤＦ解析は正常に終了しています。 

 

極点ソフトウエアで規格化の方法が異なります。 

リガクと同一の規格化を行うのであればＴｅｘＴｏｏｌｓの再計算極点図をリガクと同一の規格を 

行ってみます。 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓへの入力ファイル 

  

 Ｔｉ－３ＰＥ．ＨＰＦはＴｅｘＴｏｏｌｓが解析したＯＤＦ図と前記Ｅｒｒｏｒが記述されています。 

  

 ＨＰＦは再計算極点図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＴｅｘＴｏｏｌｓが作成した再計算極点図をＣＴＲパッケージで表示する 

まず、ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅソフトウエアでＨＰＦファイルをＡＳＣファイルに変換する 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＳＣファイルに変換されています。 

 

 

 



ODFPOleFigure1_5 で読み込む 

 

 

Defocus補正なしで規格化のみ行う。 

 

入力データと規格化極点図のＭａｘ値は同じです。 

 

 

 

 

 

 



ＡＳＣファイルなので、ＲＩＮＴ正極点でも表示出来ます。 

 

 

ＯＤＦ図をＣＴＲソフトウエアで表示（ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエア） 

 

 

 

ＣＴＲパッケージでＯＤＦ図も描画出来ます。 

 

 



配向度関数も簡単になります。 

  

 

  


